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  コロナ禍の中で   コロナ禍の中で ～くらしを　 支える生協の役割を発揮して～～くらしを　 支える生協の役割を発揮して～
　現在、新型コロナウイルス感染症は世界各地に拡大し、多くの尊い命が失われ、未だに感染症が収束する見通
しは見えておらず、今も第3波の感染症拡大の真っただ中にいます。
　この新型コロナウイルス感染症は、私たちの日々のくらしや経済、社会全体に甚大な影響を及ぼしているとと
もに、生協陣営でも、医療生協や大学生協などを中心に大きな事業上の影響を受けており、深刻な状況となって
います。こうした厳しい環境の中で、生協では、医療や購買、福祉、共済などくらしを支える事業を担い、様々
な工夫や感染防止策をとりながら、その役割を発揮しています。

●会員生協への影響と取り組み

購買生協 外出自粛による巣ごもり需要の拡大などによ
り、宅配や店舗で想定を超える利用結集が続
き、商品調達や物流のキャパを越えるなど、
困難な状況の中でも、組合員に商品を提供し、
くらしを支える役割を発揮しています。

医療生協 受診控えによる外来診療など減少や検診の縮小、
また防護具など医療物資の不足と高騰などによ
り、医療生協の事業は大きな影響を受けています。
秋ごろには少し持ち直しましたが、第3波で引き
続き、厳しい経営環境が続いています。

　　　　 　こうした中、受診控えによる病状悪化への注意
喚起や院内感染防止策の構築、増加する無料低額
診療や相談への対応、オンライン面会の実施、フ
レイル予防等の対策を進めるなど、役割を担って
います。

大学生協 上期は学生の入構禁止やオンライン中心の授業実
施などにより、学生の登校率が下がり、生協店舗
の休業や営業縮小のため、大幅な収入減となりま
した。下期は構内の学生も少し増えましたが、オ
ンライン主体のため、引き続き、大学生協の事業
は厳しい状況が続いています。下期から感染防止
策をとりながら食堂や喫茶の再開、来年の入学準
備説明会をオンラインで実施しています。

共済生協 こくみん共済coopの共済ショップでは、窓口ブースや待合席での距離
を空け、ソーシャルディスタンスの確保を行うとともにテーブルや備品
の都度消毒、来店者への手指消毒の呼びかけ、対応するスタッフの都度
交代など感染症対策をすすめています。

宅配が生活のライフラインに（おかやまコープ）

面会禁止のため、オンラインでの面会を実施

食堂では卓上パーテーションを設置

店舗での感染症対策（三井造船生協）

共済ショップでの対策
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  コロナ禍の中で   コロナ禍の中で ～くらしを　 支える生協の役割を発揮して～～くらしを　 支える生協の役割を発揮して～
●会員生協の活動の工夫

　人と人とがつながって様々な事業や活動を行う生協にとって、新しい生活様式により、組合員の参加や接点の
低下など、生協の強みである「つながり」の危機となっている中、会員生協では、ＩＴを活用した活動など、新
しい活動スタイルを模索しています。

●おかやまコープ　「Zoomで親子クッキング」オンラインでランチを作ろう!
　「集まっての活動はできないけど、おうちに居ながらつながるこ
とができたら」という思いから企画したオンラインでの親子でクッ
キング。オルガ本部のクッキングルームからランチづくりを生配
信し、それぞれ自宅のキッチンに居る親子参加者たちがZoomで
視聴しながら、同時進行で調理し、「お豆腐生チョコ」「濃厚フルー
ツヨーグルト」「くまさんトースト」の3品を作りました。
　「クッキング以外にも、どんなことができるか考えていきます」
と話していました。

●岡山医療生協　「リモート班会」
　岡山医療生協のリモート班会とは、インターネットを使って、い
くつかの会場で同時に班会を開催します。一人の講師で複数の会場、
参加者の分散、他の班との交流など、さまざまなメリットがありま
す。
　常山支部でのリモート班会は、一人の講師の話を2会場で同時に
聴けて好評でした。また、この時は、医療生協本部からも高橋理事
長がオンラインで参加し、組合員のみなさんに増資のお礼や挨拶を
行いました。

●大きな影響を受けている医療生協と大学生協への支援

　経営に大きな影響を受けている医療生協と大
学生協に対して、県生協連今年度予算で新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響で未執行となる
500万円を拠出する支援を行いました。
　支援は、各生協が必要とする新型コロナウイ
ルス感染対策消耗品等の購入に活用していただ
くための支援金として、岡山医療生協、倉敷医
療生協、津山医療生協、岡山大学生協、就実生
協に贈呈しました。
　また、おかやまコープからは、上記の5生協に対して、不織布マスクを各生協2,000枚ずつ、計10,000枚を贈呈し
ました。岡山県学校生協は、岡山医療生協と倉敷医療生協に対して、不織布マスク（各生協20万円分）を贈呈しました。

県生協連から支援金贈呈

おかやまコープからマスク贈呈 県学校生協からマスク贈呈
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協同組合間の連携を進めました。協同組合間の連携を進めました。
●協同組合をアピールするポスターを
　作成しました。

　協同組合は、共通のねがいを持つ人々が出資し、民主的か
つ自主的に運営していく事業体であり、相互に助け合って、
よりよいくらしを実現するための組織です。岡山県にある生
協、農協、漁協、森林組合の4つの協同組合は、1996年に県
内の協同組合相互の連携促進や共通課題の実行などを目的に

「岡山県協同組合連絡協議会」を設立しました。
　2012年の「国際協同組合年」では、「国際協同組合フェス
ティバルinおかやま」を開催し協同組合の役割や活動をアピー
ルしました。ここ数年は、おかやまコープのコープフェスタ
で協同組合コーナーのブース参加などを進めていましたが、
2020年は新型コロナウイルス感染症の影響でコープフェスタ
が中止となったため、協同組合のアピールの一つとして協同
組合を知らせるポスターを初めて作成し、県内の各協同組合
の事業所や店舗に掲示をしています。

●「協同組合のアイデンティティに関する
　ICA声明」は25周年を迎えました。

　1995年のICA（国際協同組合同盟）総会で、21世紀に向けた世界の協同組合の活動指針を示す新しい協同組合
原則である「協同組合のアイデンティティに関するICA声明」が採択されて2020年で25周年を迎えました。こ
れは、現在の世界中の様々な協同組合の指針となっており、日本の生協もこの原則に則って運営されています。

協同組合のアイデンティティに関するＩＣＡ声明
21世紀に向けた世界の協同組合の活動指針を示す新しい協同組合原則

定 義

価 値

原 則

第１原則 自発的で開かれた組合員制 第２原則 組合員による民主的管理 第３原則 組合員の経済的参加

第４原則 自治と自立 第５原則 教育、訓練および広報

第７原則 コミュニティへの関与

第６原則 協同組合間協同

協同組合とは、人々が自主的に結びついた自律の団体です。人々が共同で所有し民主的に
管理する事業体を通じ、経済的・社会的・文化的に共通して必要とするものや強い願いを
充たすことを目的にしています。

協同組合は、自助、自己責任、民主主義、平等、公正、連帯という価値に基づいています。
組合員は、創始者達の伝統を受け継いで、正直、公開、社会的責任、他者への配慮という
倫理的な価値を信条としています。

協同組合は、その価値を実践していくうえで、次の原則を指針としています。
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NPO消費者ネットおかやま、NPO消費者ネットおかやま、
県消団連とともに県消団連とともに

県生協連は、消費者の利益擁護や権利の確立及び消費者行政の充実を目指して、
消費者ネットおかやまと県消団連を事務局として支えています。

●適格消費者団体「消費者ネットおかやま」
　2015年12月に全国13番目の適格消費者団体（現
在は21団体）として認定を受けた消費者ネット
おかやまは、消費者被害拡大の防止を目的に、不
当な契約、約款、広告表示に対して事業者へ直
接、是正の申入れや差し止め請求を行っています。
2020年2月には、健康食品販売業者に対して、景
品表示法の優良誤認表示の改善を求める訴訟を
行っています。

●見守り力アップ講座を開催しています。
　消費者ネットおかやまは、岡山県の委託事
業として、消費者被害防止に関する意識と知
識を持った人材や地域の見守り活動に参加す
る実践力を備えた人材を養成することを目的
に「見守り力アップ講座」を開催しています。
特に健康やお金、孤独の不安を抱え、判断力
の低下が避けられない高齢者に付け込んだ悪
質商法や特殊詐欺などの被害が後を絶ちませ
ん。こうした高齢者の消費者被害を防止する
ためには、地域で連携した「見守り」が大切
ですので、上記の人材を増やすためにこの「見
守り力アップ講座」で地域の見守り力を向上
させることを目指しています。

●「岡山県消団連」幹事会で学習をすすめました。
　岡山県消団連が毎年開催していた「岡山県消費
者大会」が新型コロナウイルス感染症の影響で
2020年は中止となりました。そこで、岡山県消団
連が定期的に開催している幹事会の場で、毎回、
テーマを変えて学習会を開催しています。第1回目
は、公正取引委員会中国支所の職員を講師に、独
占禁止法と景品表示法について、法律の内容や留
意点、広告の問題などについて学びました。
　第2回目は、特定非営利活動法人「気候ネット
ワーク」から講師を招き、「気候危機の現状と課題、
脱炭素社会に向かう世界」をテーマとして、現在、
地球が抱えている気候危機の現状、温室効果ガス
削減に向けた世界の動きや先進事例、日本の課題
などについて学びました。

訴訟記者会見

見守り力アップ講座（倉敷市役所会議室）

気候危機の学習会
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会員生協トピックス会員生協トピックス
　倉敷医療生協　≪職員と組合員が簡易防護衣づくり≫

　新型コロナウイルスの感染が続き、医療現場で必要な防護衣が不足する
という大変な状況に、職員と組合員が力を合わせて立ち向かい簡易防護衣
づくりに取り組みました。初めての作業でしたが、カット作業・袖つけ作
業など得意なことで手分けして1,000着の防護衣を医療現場に届けること
ができました。

≪地域に広がる平和の鐘つき行動≫
　平和憲法を守り、核兵器廃絶
や恒久平和を願い、毎年9月9
日9時9分から各地の寺院で「平
和の鐘つき行動」が取り組まれ
ています。2017年以降毎年新
しい寺院での取り組みが広が
り、2020年度は36 ヵ寺235人
が参加し、矢掛町の大通寺では
新たに鐘つきが取り組まれました。大通寺の梵鐘には「平和の鐘」の刻印がされて
います。

　岡山大学生協　≪受験生サポートの対応≫

　岡山大学生協では例年、さまざまな受験生の不安を解消するために、生協学生委員会Ｃ.Ｃ.Ｃ!のメンバーを中心に、ＪＲ岡
山駅での道案内や津島キャンパス・鹿田キャンパス内の道案内・受験生相談の対応を行っていますが、今年度は「新型コロナ
ウイルス感染症予防」の観点から受験生相談に対応する学生スタッフもキャンパス内だけの相談に限定して活動しています。
　また、一人暮らしを予定している受験生の便宜をはかるために、11月中旬からアパート・マンションの「合格前予約」の
対応を開始していますが、こちらも昨今の「新型コロナウイルス感染症」の広がりに対応して、実際に岡山に来られなくても

「合格前予約」の申込みがオンラインでできるようにシステム開発し対応しています。

　岡山県学校生協　≪エンジョイライフセミナーに36名ご参加いただきました≫
　組合員の皆さまに充実した退職後の生活に備えていただくため、教職員共済と合同でエンジョイライフセミナーを開
催いたしました。2020年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、定員を半数に減らして実施いたしました。

将来への備え……… 人生 100 年時代をゆたかに暮らすために
　　　　　　　　　～税金や社会保険、年金制度について～
知ることが安心……退職後の住まいを考える
日々の健康…………電解水素水整水器のご案内
癒しのご提案………よりよく眠る為のヒント６カ条

日時　2020 年 11 月 29 日（日）13：00 ～ 16：25
会場 　おかやま西川原プラザ 2F　第 1 会議室
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　おかやまコープ　≪たべる・たいせつ活動が「第5回おかやま協働のまちづくり賞　奨励賞」受賞≫

　

　おかやまコープの「たべる・たいせつ活動」は、子どもたちに楽しく食育の大切さを伝える「出前授業」、医療生協の協力
を得ながら普段の食生活の栄養素の過不足や食事バランスを知ることができる「食習慣チェック」の活動をすすめています。
その取り組みが、未来を担う子どもや親子に食べることの大切さを教え、望ましい食生活を実現できる力を養う機会になって
いることなどが評価され、岡山市が行う「第5回おかやま協働のまちづくり賞」で「奨励賞」を受賞しました。

≪北長瀬コミュニティ・フリッジへ食料品提供≫
　施設内で貯蔵された食料品を無料で受け取ることができる「北長瀬コミュニティ・フリッ
ジ（地域のみんなの冷蔵庫）」が日本で初めて実施されることとなりました。新型コロナウ
イルスの影響が長期化し子育て家庭を巡る生活課題が深刻化する中、おかやまコープは取り
組み趣旨に賛同し、取引先の協力をいただきながら、米・もち・お菓子など年末年始の食料
品の提供を行いました。

　岡山県労済生協（こくみん共済coop岡山推進本部）　《「防災・減災への取り組み」を継続実施中》
　新型コロナウイルス感染症対策を実施した上で、2020年度も引き続き「防災・
減災への取り組み」を展開しました。8月6日（木）には玉野市玉原地区民生
委員の方を対象にセミナーを開催。暑い中、マスクを着用するとともに、熱中
症予防として適宜水分補給をしながらの開催となりました。
　また、9月12日(土)には天城子どもの家（天城保育園）にて「ぼうさいカフェ」
を実施。園児や保護者を中心に50名を事前集約の上、煙体験ハウスやキッチ
ンペーパーマスク、ぼうさいカルタ、ぼうさいクイ
ズを実施。小雨の降る中でしたが、大盛況に終了でき、
今後は避難訓練の際にも煙体験ハウスを活用する予
定です。
　引き続き地域へのお役立ち活動と情報を発信し、
協同組合らしい活動を展開していきます。

　岡山医療生協　≪スマホ使い方教室≫
　コロナ禍で岡山医療生協ではSNSを使った組合員活動が進んでいます。
組合員さんへの学習にも取り組み、提携店による学習会を開催しています。
　　
　（株）ドコモCS中国岡山支店による「スマホ教室」では医療生協組合員
の要望に沿って、スマートフォンの扱いに慣れることを目的に支部で開催
しています。　
　11月2日（月）の芳田支部の教室ではQRコードの読み込みとLINEの設
定などを学習しました。参加者はさっそくLINEを活用して支部の連絡網
を作ったり、画面に映る相手の顔を見ながらのテレビ電話を楽しみました。
　今後、人と人とのつながり方の新たな方法としてSNSの活用が普及す
ることが予測されます。まずは慣れることから始めています。
　会場にはパーテーションも用意され、コロナ対策にも配慮して開催しました。

スマホで簡単に回答できる「食習慣チェック」には約800人が参加

北長瀬エリアマネジメント石原代表（右）に
お菓子を手渡す市川全体理事

鴨方東幼稚園「出前授業」の様子　
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会員生協トピックス会員生協トピックス
　三井造船生協
　　≪牛乳パックのリサイクル活動≫

　12月1日（火）、三井生協家庭会環境委員は新型コロナウイルス
対策を行いながら牛乳パックのリサイクル活動に取り組みました。
　生協各店舗の回収ボックスで集められた牛乳パックを、きれい
にまとめてダンボールに詰めていく作業を行いました。この後、
再生紙メーカーに回収され、トイレットペーパーに生まれ変わり
ます。

　津山医療生協　≪YouTubeでの動画配信を始めました≫
　津山圏域では１０月後半より新型コロナウイルスの猛威により、定例で開催されていた津山市主催の『こけない体操教室』や、
地域の活動、班会の自粛等が続きました。津山医療生協では離れていても繋がりが持てること、一人でも体操が出来ることを
目的にYouTubeを作成
しました。体操を皮切り
に毎月1本を目標に取り
組んでいます。
　今後は体操に限らず医
師の講演等も織り込み継
続していく予定です。よ
ろしければ覗いてみて下
さいね。

　就実生協　≪「学食」営業再開　～学食の新型コロナウイルス感染拡大対策について～≫

　新型コロナウイルスの影響により、2020年度前半は生協のお店は一時的に全店閉店と
なりましたが、9月下旬からお弁当販売に限定をして営業再開をしました。その後、学食
におけるコロナ対策を下記のように行い11月中旬から「学食」営業再開となりました。
営業時間を短縮しているために、利用者数は前年の60％程度ですが、「学食」営業再開は
多くの学生さんに喜ばれています。

　グリーンコープ生協おかやま　≪地域に根ざした生活協同組合として≫

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年は新型コロナ対策に迷いながら心を砕いた年
でした。業務は、不安な中でも組合員の願いと信頼
に応えるために、全従業員が各々の役割を果たしま
した。組合員活動はオンラインという手段を得て、
新たな活動を生み出しています。このような時だか
らこそ、一人ひとりの想いを大切にしながら、皆で
助け合い笑顔になれるように、地域に根ざした生活
協同組合として存在したいと思っています。 
　本年が明るい一年となりますように。本年もよろ
しくお願いいたします。

①入口・出口を一方通行にする
②入口で必ず手の消毒をしていただく
③混雑時には入場に制限をする
④席は間引いて離し（通常の半分程度）、卓上パーテーションを設置する
⑤利用者には会話をせずに食事をしていただく
⑥食べ終わったら、すみやかに退席していただく


